
「グループホームあいみの家の生活」 

〇発表者名  社会福祉法人祥和会 あいみの家 松本愛子

  社会福祉法人祥和会 あいみの家 米原勝雄

１．問題提起 

あいみの家は平成２４年４月に祥和会で２つ目に設置されたグループホームである。

 入居者の方は日中に法人内の事業所に通われるケースが多く、その為送迎等で場所や建物

を知っている職員はいるものの、グループホーム自体の規模は小さいため、あいみの家に勤

務したことのある職員の数は限られており、法人内に勤務する職員であっても知る機会はあ

まりないと考えられる。

２．目的 

  あいみの家の事を少し知ってもらう。 

現状の報告。 

３．方法 

○あいみの家について知ってほしいことをまとめる。

・平成 24 年 4 月開設。所在地は南部町天萬。

・住まいについて（居室：Ⅰ棟 5 室、Ⅱ棟 6 室）

・入居者の紹介（男女比率、障害支援区分）

・職員の紹介（10 名、交代勤務、業務内容）

・入居者の方の一日の流れ

・レクリエーション活動について

○パワーポイント等資料を引継ぎしながら協力して作成する。

○職員に内容を確認してもらう。

○身近にあった出来事（地震）を取り上げることにする。

・R8.16 に起きた地震について

施設の建物の被害

貯水タンク内の水の濁りにより水道水が通常のように使えなくなる

４．成果・課題 

○R8.1.6 に起きた地震時の対応について振り返りを行う事ができた。

○普段と異なる状況で起こりうる入居者の方の不安等による行動の一面を経験し、もっと大

きな災害に対する心構えや備えを考えていくきっかけとなった。

○毎年 2 回行っている避難訓練等を活用し、入居者の方・職員で自然災害の危機回避能力を

高めていく必要性を感じた。
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